
実施日：平成21年9月5日（土） 13：00～17：50 

 

■コースのねらい 

高齢社会では如何に健康寿命を延ばせるかが課題ですが、残念ながら介護を必要とする場合が増えて

います。そのような場合であっても、介護される人はもちろん、介護する人にとっても生活の質を少し

でも維持できることが重要です。  

本セミナーでは介護される人、する人の負担が少しでも軽減されるように、看護技術を活かすことを

考え、講義、実技によって理解を深め、体感していただけるよう企画しました。 

 

■コースの内容 

 最初に介護が必要となる神経機能障害、特に運動機能障害の背景となるからだのしくみについての講

義を行い、次に介護負担をどのように軽減するか、身体的側面と心理的側面からの実技を行うことで体

験学習できるようにコースを構成しました。また，実技の後半のうち約30分は交流タイムとし，受講生

と講師との意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回  ナース直伝！健康豆知識（講義）  

内容：からだの形と働きについて概説し，特に介護を必要とする運動機能障害のしくみについての情

報や考え方などを把握しました。 

講師：兵庫県立大学看護学部講師 荒川 満枝 

 

第２回 ナースといっしょにやってみよう ①やってみよう！楽なかかえ方・移動の仕方（実技）

②やってみよう！もしもの時の救急対応（実技） 

内容：どのようにして介護する人、される人の負担を身体面で軽減するか、実技を通して体験しまし

た。また介護中に状態が急変する場合に、どのように救急対応するかについての実技も行いま

した。 

講師：兵庫県立大学看護学部講師 宮芝 智子 

第３回 ナースといっしょにやってみよう ③車座になって理解を深めましょう！（交流タイム）  

④リラックスする時間や方法、お持ちですか？（実技） 

内容：主として介護する人の立場であった受講生と講師との意見交換を行い、その内容を踏まえて、

どのように介護ストレスを精神面から軽減するかを考えました。 

講師： 兵庫県立大学看護学部講師 三宅 一代  

平成21年度兵庫県立大学 看護学部 公開講座 

「生活に活かせる看護技術～介護する人・される人のために～」実施レポート 



■受講の様子 

 本講座では14名の受講生の参加がありました。内７名は介護職、1名は音楽療法士、1名は看護師で、

その他の参加者も何らかの形で家族の介護を担っておられる方々でした。このような切実な状況にある

受講生ですので、参加態度は大変真摯であり、質問の内容も非常に核心に迫るものがありました。少人

数ですので和気あいあいとした雰囲気の中で、受講生の日常の悩みや課題が共有されました。受講生に

専門家と非専門家が混ざっていましたので、少し心配しましたが、講演者の努力により、終了後のアン

ケートでは各回とも大半が非常に満足と答え、やや満足も加えるとほとんど100%が満足されていました。 

講座コーディネーター 兵庫県立大学 看護学部 加治 秀介 

 

 

 

介護や看護の技術の基本は、人間の心や体をよく知ることから始まります。この講座では、この

ステキな私たち人間の体のつくりを、楽しみながら、それでいてより深く理解していただけるよう

企画しました。 

話は私たちが60兆個にものぼる細胞でできている事に

始まって、その細胞のどこで酸素が使われていて、いかに

酸素が大切かを確認しました。特に脳は多くの酸素が消費

されている場であり、救急の場で脳への酸素の供給が特に

重要という話から、酸素を運ぶ循環器系（心臓と血管）、

さらには呼吸器系に話を進めました。 

介護職の方や看護師自身がケアをするときに、

筋肉を上手に使うと、最小限の力で、自身の体を

痛めることなく、患者さまの満足度も高いケアが

実施できますが、その筋肉はどこにあって、どん

な様子なのか、資料や模型で確認しました。この

筋肉をしっかり鍛えれば、ケアを行う者の体を守

る事も可能ということから、どのような運動が効

果的かをお話しました。 

本講座は、ケアをする方のお体は勿論、受講者ご自身がご自身の体にも興味を持ち、もっと知り

たい、勉強したいと思えるような講義を目指しました。また、この後の第2回・3回の実技に生か

す知識を中心にお話しました。講義ではありましたが、話を進める中で、ご自身の筋肉に触れたり、

動かされている様子で熱心に聴いていただけました。 

第１回 「ナース直伝！健康豆知識（講義） 」荒川 満枝 
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第１回  

この講座では、どの看護技術にも大切で、普段の命の世話に役立つ、楽な抱え方・移動の仕方と救急

対応技術について、実技を取り入れながら学びました。看護や介護に携わっている皆様にとっては、看

護の基本的な知識、技術の視点から普段の実践を振り返る機会になり、一般の皆様にとっては、ちょっ

としたコツを取り入れて少しでも安楽・安全に、誰かを支えたり誰かの動きを助けたりする技術を身に

つける機会となるよう企画しました。 

 楽な抱え方・移動の仕方では、普段の何気ない生活動作がどの程度腰に負担になっているのかを解剖

学的な知識を押さえながら確認しました。また、そのような腰の負担を和らげるために活用できる回転

効果の原理や安全な移動介助に重要な重心の原理を学びました。そして、実際にそれらの原理を使った

ときと使わなかったときに、介助する側・介助される側にどのような変化があるのかを受講者同士で体

感し、それを生かして安楽・安全な体位変換・移動介助の技術を練習しました。 

 救急対応技術では、傷病者を発見してから心肺蘇生を行うまでモデル人形を使って練習しました。す

でに救急対応技術を練習したことがある受講生もいらっしゃいましたが、知っている知識・技術を使え

る知識・技術にレベルアップすることを目指しました。最後に、看護技術は人を対象にして提供される

技術であるという原点に立ち返り、対象者の思いややり方を尊重していく大切さを確認しました。 

安定した体位変換に役立つ重心の豆知識

重心と安定性
の関係は？

A

重心

重心線

支持基底面

C

重心線が支持基底面
の中にある

安定

 

 

 

 

 

 

第2回「ナースといっしょにやってみよう 

①やってみよう！楽なかかえ方・移動の仕方（実技） 

②やってみよう！もしもの時の救急対応（実技）」宮芝 智子 



 

（交流タイム） 

交流タイムでは、自己紹介と共に一人ひとりの職場や家庭での介護に関する悩みや疑問などを話し合

いました。初めて合う受講者の方々でしたが、共通の「介護」話題からディスカッションは大いに盛り

上がりました。 

（実技） 

 講師も含めて、お互いの気心に少し触れ、心がほぐれた頃に実技を行っていきました。日頃介護する

側の受講者の皆さん自身のこころとからだの健康が介護される側にも伝わること、だから介護する受講

者の皆さん自身がリラックスする方法や時間をもつことが必要であることを講師の研究を含めてお伝え

しました。またリラックスする方法の 1 つとして、オイルを使用したハンドマッサージを受講者がペア

となり、互いに行ってもらいました。実際にマッサージを行う、マッサージを受けることによって、手

から相手に気持ちが伝わること、マッサージはコミュニケーションの一部としても活用できること、介

護する人もされる人にも「気持ちいい」という感覚は必要だと言うことを体感していただきました。 

 

第3回「ナースといっしょにやってみよう  

③車座になって理解を深めましょう！（交流タイム） 

④リラックスする時間や方法、お持ちですか？（実技）」三宅 一代 


